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コラージュ療法の実践過程についての覚え書き
塚本千秋 (岡山大学教育学部)
コラージュ療法が臨床現場に定着して 15年になるO ｢持ち運べる箱庭｣というアイデアから生まれたことから
もわかるように,特別な準備を要せず,気軽に実施でき,なおかつプレイフルな要素を持ち合わせている技法で
あり,特に児童思春期臨床において盛んに実践されている｡それにつれ基礎研究も進んできているが,現場で役
に立つ研究を行うためには何度も実践に立ち戻って,研究デザインを検討すべきであろうQそこで本論文で筆者
は,今後のコラージュ研究のために,現場でのコラージュ療法の実践過程とその折々の問題点を記述した｡
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Ⅰ.はじめに
杉浦や森谷ら先人の努力により (杉浦 ･入江 1990)
(森谷 ･杉浦 1993),コラージュ療法が心理臨床に
定着して久しい｡その結果,今日では多くの臨床家が
医療 ･教育 ･福祉 ･司法などの現場でコラージュ療法
を実践している｡ことに児童思春期のクライエントを
対象にする現場では,この技法がプレイフルな要素を
多く持ち合わせていることもあって,頻繁に実践され
ている｡それに伴い,大学院等の研究機関では,基礎
研究や実践研究が積み重ねられてきている｡
さて,現場で用いられる技法の研究をする場合に
は,実践に還元しうる研究を企画しなければならない
ことは言うまでもない｡コラージュ療法などの芸術療
法は,ユニークで人目をひきやすく,開始と終了が明
瞭であることから,その技法部分のみを取り出して研
究のテーマとすることが一見容易に見えるOところが
実際の芸術療法実践は,治療者-クライエント関係
や,場の雰囲気の影響を強く受けるため,実験的に統
制された研究の結果が役に立たないことがしばしば
起きてしまう｡コラージュ療法の研究においても,気
をつけておかないと ｢コラージュ療法の研究｣ではな
く ｢美術としてのコラージュの研究｣になってしまい
やすい (註 1)0
さらに多くの芸術療法は,症状などの顕在的現象よ
りも,その人の内面に働きかけるという特性があるた
めに,実施効果も測定しにくい｡どの心理療法におい
ても "条件統制"や "効果測定"は困発な課題である
が,芸術療法は遊戯療法と並び,こうした術語から最
も遠いところにある技法と言ってもよいかもしれな
い｡
つねに多様な可能性を秘め,思いがけない表現を生
み出すのが人間である｡ましてや芸術的な表現には,
言語的な表現を遥かに超えた多彩な意味が,もっと言
えば意味以外のものが内包されている｡それゆえ芸術
療法の研究者は,誠実に研究に取り組めば取り組むほ
ど,その技法の研究しているのか,人間の内的世界そ
のものの研究をしているのかわからなくなる(註2)0
そこで本稿では,コラージュ療法を研究してゆく前
提として,個人心理療法場面 (註3)において,クラ
イエント(以下Cl)が ｢どのような過程を経て作品を
作成 (註4)していくか｣について述べ,折々の研究
課題を整理してみたい (註5) (註6)0
方法としては.筆者自身がセラピスト (以下 Th)
として思春期のClにコラージュを導入する場面やC1
がコラージュを作成している様子を想起し,そこでな
される行為や思考を吟味して (註 7),できるだけ丁
寧に言語に置き換えた｡そしてその過程で筆者が疑問
や問題意識を感じた部分について,可能な範囲でどの
ような研究デザインが可能であるかを考えた｡
なお,コラージュ療法には種々の変法が存在するが
(註8),ここでは ｢手に入る雑誌を数冊渡して,そ
こから自由に素材を切り取ってもらう｣というマガジ
ンピクチャー法を想定した｡
註 1:統制された条件下での研究結果と臨床実践のずれは
あらゆる研究につきまとう問題であり,また "そこにズレ
がある"という知見も重要な知見ではある｡
註2:大学院学生の研究としては ｢(結果的にわからなく
なっても)それでよいのではないか｣と私は思 うOこの蘭
域でそう簡単に ｢わかる｣研究ができては困るのであるQ
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註3:ここではそれほど病理の深くない思春期のクライエン
トに対する個人心理療法場面を想定している｡
註4:通常,何か作品をつくる場合には ｢制作｣という用語
が使われ,先行研究においても ｢制作過程｣というように,
｢制作｣が使われていることが多いo ｢制作｣あるいは ｢製
作｣は,ものづくりに当てられる用語である｡本稿では制作
前後や制作中のクライエントの思考プロセスも含めて考え
たいので,より広い意味を合意する ｢作成｣を使ってみたQ
註5:実は筆者は個人心理療法にコラージュを用いた経験は
あまり多くなく,むしろ風景構成法やスクイグルを用いた経
験が多い｡それゆえ,この報告は後者の実践経験や個人心理
療法そのものの経験から導き出した思弁的部分を多く含む｡
註6:本稿は,コラージュの制作過程についての福場氏の研
究(2006)に触発されて書かれたものであるQ
註7:吟味に当たっては中井久夫氏の業績 (｢コラージュ私
見｣, ｢風景構成法｣など)を参考にした部分が多い｡
註8:コラージュ療法の施行法には｢コラージュボックス法｣
｢マガジンピクチャ一法｣ ｢相互法 (同時制作法)｣ ｢母子
相互法｣｢宿題法｣｢グループでの使用｣などがあり(森谷 ･
杉浦,2000),その実施法や用具についても ｢統一すること
は避けたい｣という創奏者 らの思いから決定的なものはな
い｡
Ⅱ.最初の教示まで
まず ｢コラージュを作ってみませんか?｣という
Th による最初の教示が行われるタイミングやその場
の雰囲気について検討する｡
1.導入時期
開業医や開業している心理臨床家の中には,思春期
clの来談に際して,初回の面接 (インテーク面接)で,
ルーティーンにコラージュを行っているところもあ
るかもしれない｡あるいは初回は精神科医師が診断 ･
見立てを行って,次の回から面接を心理臨床家が面接
を引き継ぎ,その初回にコラージュを導入するという
やり方もあるかもしれない｡
思春期の Clが自発的に来談することは多くないか
ら,初回面接の緊張を緩和し,抵抗感を和らげ,多少
ともくつろいだ雰囲気を味わってもらうという目的
と,今後の継続来談に備えての心理アセスメントとい
う両方の目的を同時に狙ったものと考えられる (註
9)｡ただしこの導入タイミングは大変珍しいだろう｡
いちばん頻度が高い導入時期は,情報聴取が終わ
り,言語的なやりとりによるある程度の見立てを終え
たあとの2回目-3回目の面接での導入だろうか｡二
人で何か新しいことをはじめる時期としては最も自
然で,これ以降,遅くなればなるほど "それまでを変
える"というニュアンスが強くなり,Th の決断にエ
ネルギーが必要になるだろう(この点については後述
する)0
ただし,熟練のThやこの種の技法についての才能
のある Th なら,長期間続く面接の中のどこかの時点
で ｢ああ,今,コラージュを提案するとよいかもしれ
ない｣というような直感が働くこともあるだろう (註
10)｡あるいは一連の面接になんらかの停滞が生じて
いて,それを打破したいというような動機が Th に生
まれ,それに Clが同調して,かなり遅い時期にコラ
ージュが始まる可能性もある｡
いずれにしても,コラージュに限らず種々の技法を
"なぜこの時期に提案するのか"という問題意識は重
要である｡ただ治療関係の変遷やそのときの Clが抱
える問題の性質の影響が大きいはずだから,この問題
意識に対応する研究のデザインはきわめて難しいだ
ろう (註 11)0
註9:コラージュは,風景構成法やバウムテストに比べてア
セスメント･ツールとしての有用性が劣るし,治療関係の影
響を受けやすいから (後述する),初回面接時にルーティー
ン化して実施するのは,筆者から見ると ｢もったいない｣気
がするoむしろThの (とっておきの?)技法として温存し,
いざというときに持ち出した方がよさそうに思うのだが,ど
うだろうかOもちろん,その ｢いざというとき｣が初回面接
の後半であることは十二分にあり得ることだとは思うが｡
註 lo:この直感を言語に直すことは難しいが, "C1に何か
表現が生まれようとしていることを察知する"とか と`りあ
えず一回通りの (言語的)表現が終わった感じを受ける'な
どというようなことと思われる｡
註 11:Th集団に対するインタビューによる調査研究などが
考えられるが, ｢なんとなくとしか言いようがない｣という
ような回答が多くなり,研究としての収拾がつかなくなる可
能性が高いだろうC
2.コラージュによる緊張緩和
初回での導入目的に緊張緩和,抵抗感の軽減と書い
たが,この点についてはどうだろうか｡心理アセスメ
ントの道具としてのコラージュの有用性については
数多くの研究があるが (山崎,2005など),面接初
期の緊張緩和を目的とする実施の有効性についての
研究は少ない｡施行前後の不安や気分の得点を比較し
た研究 (近喰,2000) (増田･小山,2006)はあるも
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のの,臨床的な設定で行われたものではないので,早
純に援用はできないだろう｡
この点について考えてみると (註 12),Clの性別
や年齢 (あるいは発達段階),clとThの性別の組み
合わせなどによって,その有効性は異なるように思わ
れる｡
例えば小学生女子では緊張緩和が実現する可能性
が高いが,中学生男子では ｢いったい何をしろという
のだ｣と面談-の抵抗感が増大する場合も多いかも知
れない｡
一般的に中学生は,診察場面に限らず ｢見知らぬ大
人からの提案｣に警戒的な態度を取りがちである｡こ
とにコラージュなど芸術性を連想させる課題の場合,
女子より男子の方が,抵抗したり防衛的にふざけたり
することは,学校教育における美術や音楽の授業でよ
く観察されている (註 13)｡なんらかの適応上の問
題を抱えた中学生男子が,母親などに無理矢理来談に
仕向けられている状況を考えれば,容易に想像がつく
ところである (註 14)0
C1とThとの性別の組み合わせを考えると,女性同
士の組み合わせが最も抵抗感が少なく,ついで男児と
女性 Thの組み合わせが続くものと類推されるが,女
児と男性 TLや,男性同士の組み合わせでは,緊張感
がどのように推移するかわからない (註 15)｡各大
学院から送付されてくる研究紀要を見ても,コラージ
ュ研究に取り組んでいるのは圧倒的に女性が多いか
ら (註 16),やはりこの技法は女性に親和的なもの
なのだろう｡
しかし親和的であるからといってその技法が適切
かというと,そうとも言い切れない｡もちろん自らが
あまり好まない技法を進んで臨床に取り入れるとい
う態度は臨床家として問題だろうが,逆に Thにとっ
てそれが大好きで顔用している技法であったり,美術
的な才能を持つ Clの場合には,かえって不適切な選
択となってしまうかもしれない｡得意であるとか,上
手であるということ自体が,場の自由度を減少させる
からである (註 17)0
註 12:本論文で ｢筆者が思うに｣とか ｢考えてみると｣と
いう表現を使うときは,原則として ｢筆者自身の臨床経験や
筆者が知る範囲の先行研究の成果から思弁的に考えると｣と
いう内容を意味する
註 13:もちろん何ごとにも例外はあるのであって, ｢男子
であるから抵抗感が強いだろう｣というようなステレオタイ
プな判断は,現場では戒めなければならないことは言うまで
もないQこの文章以下の筆者の印象については,いちいち断
らないけれども,すべてこのことは当てはまるQ
註 14:筆者の好みとしては初回面接であまりにもぶっきら
ぼうな態度を取る中学生に対しては,各種の技法はもちろん
のこと,言語的なやりとりも無理強いせず,ごく短時間の言
語的やりとりで済ませて,｢長い時間拘束されなかった｣と
いう印象を残してもらおうと努める方なのだが,それはそれ
であっさりしすぎているのかも知れない｡
註 15:むろん､緊張感の中でコラー ジュを続けるというや
り方があっても良いのだが･･･｡
註 16:心理系の大学院には明らかに女子が多いから,この
現象を持って断定することはできないが- Cこの点につい
てさらに言えば,文化系学部の心理系専攻に進学してきた学
生をこの種の研究の被験者にしている研究を見かけるが,意
図的にそのようにしている場合を除き,バイアスが強すぎて
一般化し得ない研究というしかない｡
註 17:その場が "いわゆる美術の時間'風の場となっても,
そのことがThに理解されていれば,それはそれで意味深い
と言うことはあり得るがC
3. ｢貼り絵｣という説明
clの性別や年齢について考えたづいでに,｢コラー
ジュ｣という語を用いることができないケースがある
ことにも注意しておきたい｡
というのも,幼稚園児や小学校低学年児に対して
は,教示に際して ｢貼り絵｣という用語が使われたり,
児が ｢貼り絵｣という理解のもとに作成に取り組む可
能性があるからである｡その場合,できあがった作品
をどう理解すべきかが一つの課題と考えられようo
また ｢コラージュ｣を理解できる対象者であっても
(註 18), ｢貼 り絵｣と ｢コラージュ｣では,教示
から受ける Clの印象にも,結果としての作品にも違
いがあるように思われる｡
そしてこうした課題を検討するには ｢雑誌から気に
入ったアイテムを切り抜いて画面を構成する｣という
コラージュの基本的な要請を理解して実践しうる年
齢 ･発達段階についての研究が必要であろう｡
このことは, ｢ラ牡を好きなように切って画用紙に貼
り,そこに色鉛筆やサインペンで好きなように措き込
む｣という ｢貼り絵｣が,どの発達段階からコラージ
ュと名づけて良いような表現 (コラージュ化)になっ
ていくのか,という問題意識と共通した課題とも考え
られる (註 lワ)0
註 18:コラー ジュという用語を知っていても, ｢コラージ
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ユをしてください｣という教示だけでは,何をどのようにし
てよいかとまどう中高生～大人も少なくないQ
註 19:小学生年代の子どもたちには,さまざまな物品に貼
り付けられているシールを集めて手帳などに貼る｢シール文
化｣があるので,そのことも考慮に入れなければならない(同
じく,中高生女子にはプリクラ･コレクションという文化が
ある)0
4.別機関での実践
複数の Th が別々に,同一の対象者にコラージュを
施行したらどうなるのかというような問題設定もあ
りうる｡たとえば,他機関でコラージュがすでに実践
されていて,それと並行して,ないしはそれを引き継
ぐ形で別人が Thとな一って実施するとどうなるのか,
ということである｡
もちろん,ある機関で一連のコラージュが行われて
いるのに,さらに別の機関で,というようなことはま
ず現実に起こりえない｡しかし1回だけすでに別の機
関で行われていたというようなことはあるだろう｡
学校からのすすめで児童相談所などの公的機関に
行ったことがあるClなどでは, ｢前のところでは樹
を描かされたよ｣などと発言するものも多いから (註
20),コラージュについても同じことが起きないとは
限らない｡
同じ時期に,まったく異なった条件下でコラージュ
を行ったとき,二つの作品に "どのような違いが現れ
るか", "共通する表現や現象が起きるとしたらどの
側面 ･要素についてか"は興味深い研究テーマと思わ
れるOもし表現内容 ･表現手段 ･画面構成 ･実施手順
のいずれにも共通要素が兄いだせない事例が見つか
ったとしたら,この現象そのものをどう理解すればよ
いか,検討してみると面白いのではないかと思う｡
註 20:こうした ドクターショッピングならぬ相談機関ショ
ッピングは,今日けっして珍しくないし,一概に問題視する
ことはできないQだが,その相談機関における継続的なかか
わり (面接)の可能性など,将来的な展望を欠いた技法の乱
発は,戒めなければならないと筆者は思う｡他の援助機関で
の面接の展開を妨害しかねないからであるC知能検査など適
切に行えば再現性が保証されているものならいざ知らず (も
ちろんその場合でも,繰 り返しによる結果の変化や被験者の
外傷が問題になるわけだが),投影の要素を含んだ技法がひ
とたび行われてしまえば,その技法には 手`垢がっいた"こ
とになり,臨床的所見として大事な "1回目"を失ってしま
うQましてや乱暴に実施されたら,それ以降 clはこの種の
課題にまじめに取り組むことをやめるだろうO
5. ｢これで何かわかるのですか｣という発言
もう一度,Thからのコラージュの提案に対するCl
の抵抗感に話を戻そう｡抵抗感にもいろいろあるが,
臨床家が関心を持つものの一つに"他人に内面を知ら
れること-の抵抗感'があるだろうO
心理面接 ･心理テストには,大なり小なり ｢内面を
知られる･見られる｣という側面が含意されている(註
21)｡実際,言語的な能力が高く大人びた視点を持つ
児童では ｢これで何かわかるのですか｣と質問するよ
うなこともあるだろうOこの質問にThがどう応える
かは興味深いテーマであるが, こ`のこと (つまり何
かをすることで内面が相手に伝わること)を理解でき
る年齢は何歳ぐらいなのだろうか'とか 内`面を調べ
るような課題には答えたくないと思う児童はどのく
らいいるのだろうか"というコラージュ療法を離れた
問題設定も考えられる (註22)0
一方,中学生ぐらいになってくると,特に女子では
｢(この作品で)何がわかりますか｣というように,
専門家に内面を理解してもらい,自分の知らない自己
の特徴を教えてもらいたがるクライエントが増えて
くる｡
しかし,後述するように,他の技法に比しコラージ
ュにはプレイフルな要素が多いから, ｢何がわかるん
ですか?｣ ｢何かわかりますか?｣といったような質
問は滅多になされないだろう｡
註 21:C1の不安や防衛を考慮してできるだけ浅い面接を心
がけたとしても,そのことが Thにわかっているなら,やは
りClは内面を読まれたことになる｡
註 22:今日の教育現場では,教科教育の達成度を評価する
目的ではない質問紙 (テスト)が頻繁に配られている｡子ど
もの内面 (心理状態)についての大人の関心は著しく高まっ
ており,その結果,当の子どもたちは内面に侵入されること
に慣れっこになっているのかも知れないC
6.作品と内面
先の項目に関連することとして,できあがった作品
に対する本人の感想が,低年齢の児童なら ｢上手に出
来た｣ ｢うまくできた｣とい うレベルの感想から,そ
うでないレベルの感想 (註 23)-と移行していく段
階があるのかもしれない,という問題意識は一考に値
する｡
すなわち,自らの作品と自らの内的世界を並べて比
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較する作業ができるかどうかである｡ただし,このこ
とを考える場合には,単に発達段階だけでなく,C1
に内在する問題が Cl本人に与えている影響の大きさ
という視点も必要であろう｡健康度の高い人や問題が
あってもそのことがまったく意識に上ってきていな
い人であれば,大人であっても ｢上手 ･下手｣のレベ
ルでの作品作成になるように思われる｡
註 23:｢いい感じ｣ ｢ぴったり来る｣ ｢自分らしいものが
できた｣ ｢思いがけない作品になった｣というような感想で
ある｡なお箱庭療法には ｢ぴったり感｣という用語を使った
研究がある｡ (金田･小山,2006)
7.クライエントの準備性
技法の提案-の抵抗感という問題意識の延長線上
に, "Clの側の準備性"という切 り口もあるだろう｡
つまり ｢やる気｣とか ｢その気｣という問題である｡
コラージュ導入の教示が行われるまでに,C1は大な
り小なり,Th の発言や立ち居振る舞い,そして面接
室の構造や部屋のなかにある ｢もの｣によって影響を
受けている｡
例えば,その部屋に箱庭用の砂箱がおいてあり,多
数のアイテムが棚に並んでいたりするのなら,Clはそ
うしたものの存在に関心を示しているだろうし,場合
によっては ｢やってみたい｣と思っているかも知れな
い｡
あるいは,インテーク面接のときに樹木画などを施
行していた場合にも,C1の中には ｢描画｣というもの
-の準備性が育っているかも知れない｡
いずれにせよ,｢コラージュを作ってみませんか?｣
という最初の Thの教示が,それまでのコンテキス ト
をはっきり分断するような｢突然性｣を帯びたものか,
それとも今述べたように ｢準備性｣を帯びたものかに
よって,教示の持つ意味は劇的に違って来るだろう｡
心理面接一般の常識として,通常,ThはClに対し
て ｢突然性｣の高いメッセージを発しないように努め
ているOもLThが ｢突然の示唆｣をせざるを得ない
としたら,それまでの面接のプロセスを ｢はっきりと
打開しなければならぬ｣必然性が Thの中に生じてき
ていると言える｡このことはすでに述べたが,例えば,
沈黙の続く面接であったり,堂々巡りの面接であった
りする場合である｡そのような ｢現状打破｣の欲求が
Thの中だけにあるのか,C1にも共有されているのか
は臨床的に非常に重要な論点である｡
しかし,いくらそれまでの面接において ｢準備性｣
が育っていたとしても, ｢コラージュを作ってみませ
んか?｣という教示は,Th側にある種の ｢思い切り｣
がなければ発することは出来ない (註24)0
その瞬間,Th は感受性のアンテナをめいっぱい張
り,Clの反応をどのように′J､さくとも逃すまいとする
だろう｡Clが小首をかしげるのか,あらためてじっと
Thの顔を見つめるのか,当惑の表情を浮かべるのか.
それとも少し笑顔で ｢いいですよ｣と言うのか等に注
意を払うのである｡
だがその一方でThは,Clの内部に発生する当惑や
不安が ｢小さそうなもの｣であるのなら, ｢もう引き
返しはしない｣という覚悟を決めている (註 25)0
このような ｢覚悟｣を支えるのは,Thの内部にある
｢コラージュ｣という技法に対する信頼であろう｡多
少の動揺や当惑,あるいは抵抗があっても, ｢はじめ
る｣ことによって ｢それらは払拭されるであろう｣と,
TLは思っているのであるOもし,TLにこの信頼がな
いのなら,この技法を導入すること自体が倫理的に間
違っている｡
註 24:その行為は,例えば,目を閉じている人にいきなり
話かけたり,その場に仔んでいる人の手をいきなり引っ張っ
て場所を移動させるような行為に似ているように思われるQ
註 25:というより,そのような覚悟がなければこのような
｢教示｣ができるわけがない｡
8.抵抗感と作品
アセスメント･ツールとしてのコラージュの有用性
についての検討を割愛してしまったが,ここまで述べ
てきたような緊張 ･抵抗感ややる気,そしてその結果
としての Clの取り組む姿勢が,作品にどのような影
響を与えるかという研究は,とりもなおさず,この技
法のアセスメント･ツールとしての性質に直結するこ
とは言 うまでもない｡
かなり抵抗感が強い場合でも,その内面が現れるも
のとして風景構成法やバウムがあげられよう｡それで
もバウムテス トの場合には,連続して2枚描かせると
2枚目に本質が現れるとい う知見から2枚法が創案
されているから (-谷他,1985),コラージュにおい
ても2枚法を検討してみる価値はある (註 26)o箱
庭では抵抗感が表れているのか,内面の乏しさが表れ
ているのか,1回だけでは判断できない場合も多いよ
うに思うが,この点,コラージュは箱庭に似ていると
思われる｡
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註 26:多くの被験者は,2枚連続してコラージュの作成を
依頼すると,不平を漏らしそうではあるがQ
Ⅲ.最初の教示以後
1.雑誌を手渡す
導入状況の検討を終え,ここからは実際の実施場面
についての検討にうつる｡
さて, ｢コラージュを作ってみましょう｣という最
初の Th の教示の瞬間に, ｢どのようなコラージュを
作るか｣までイメージできるClはいないだろう｡
通常のC1,つまりそのような芸術的活動に日頃から
接してきていないClの場合なら, ｢コラージュ｣と
いう言葉を知ってはいても, ｢実際にどのようにする
のか｣ ｢自分がどのようにすればよいのか｣をイメー
ジすることは難しい｡
雑誌を手渡されるまでの時間 (それは非常に短い時
間ではあるだろうが)は,たぶん ｢当惑の時間｣とし
て過ぎていく｡すでに述べたように,中には ｢こいつ
(Th)はいったい私に何をさせようとしているのだ｣
というような若干敵対的な,あるいは警戒的な感情に
支配されるClもいるであろう｡
その一方で,Thが ｢目の前のC1のために準備する
雑誌｣は,当然,それまでのThによるCl理解が反映
されたものであるはずである｡有り体に言えば, ｢cl
が喜ぶような･良い意味で驚くような素材が載ってい
る｣雑誌をTLは選ぶだろうoThがどのような雑誌を
選んでいるか,という研究課題が与えられれば,多く
の臨床家は "女児にはファッション･アクセサリー や
お菓子 ･料理の,男児にはメカや車 ･バイク,スポー
ツの雑誌を少なくとも一冊は選ぶ'と答えそうである
(註27)0
こうして,ThがC1に雑誌を手渡すことによって,
場面は急速に展開する｡すなわち, ｢Th による突然
の申し出｣という緊迫した場面から, ｢clが雑誌を手
にとってパラパラめくり始める｣という場面に転換す
るのであるoTh の提案が,何かの事情で非常に破壊
的だったり,Clの拒否感情を強く誘発するものであっ
たりする場合を除いて,たぶん C1は手渡された雑誌
を両手で受け取って,それをパラパラ斜め読みし始め
るであろう｡
そこに現出するのは,比較的健康的な自閉的空間で
ある｡つまり,その瞬間からClの関心は雑誌の中身
や記事にうつり,Th は ｢ほっておかれる｣立場にな
る｡そしてもし,Clが嬉しそう～興味深そうに雑誌を
めくるようなら,Thはいったん緊張から解放される
(註 28)｡これからどのようなコラージュが作られ
るか,あるいは作られるのか作られないのかすら分か
らないまでも,せめて ｢Clが不快にならなかったよう
だ｣ということが確認されれば,Th は安堵するであ
ろう｡
註 27:このような素材の選択においても,必ずや clとTh
の関係性が反映するということは言っておいてもよいだろ
うQ治療同盟が強固となり,面接に自由度が増せば,TL は
必ずしもClが好むような雑誌だけでなく,Clを刺激するよ
うな,むしろ Clのイメージにそぐわない素材を選ぶように
なるのであろうQ
註 2S:この時間はコラージュ療法においてかなり重要な時
間ではないかと筆者は思う｡もちろん,この時間が長引いて
(つまり雑誌に夢中になって)いつまでたっても作成に入ら
ない場合は,新たな展開を考えなければならないがC
2.画用範とハサミ,ノリを手渡す｡
空白の画用続と,素材となる雑誌の,どちらを先に
手渡すか,判断が分かれるところかも知れない｡
もし空白の画用祇が先に与えられ, (準備をするな
どで)雑誌の配布までに若干のタイムラグが存在した
なら,目の前におかれた空白の画面に,Clは何らかの
イメージを見るかも知れない｡C1の病理性によっては
そこに何らかの畏怖が生じるかも知れず,また逆にフ
ァンタジーが空白の中に展開するかも知れない｡
あるいは美術の授業などのように, ｢課題が与えら
れた｣という受動的な意識が芽生える可能性もある
(註29)0
実際には,雑誌の提示は "はっきりと",そして画
用続やハサミの準備は "そっと"なされることが多い
と思われる｡その場合には,画用祇のイメージはイメ
ージとして脇に置かれることになるだろう｡
画用紙の大きさは,近年の先行研究を見ていると
A4が多く,ついで B5,B4と言ったところであろう
か｡B4の画用紙はかなり大きいので,それが机の上
に広げられていると,Clには大きな課題が与えられた
ように見えるだろう (註 30)｡対象児の見立て,特
に児のエネルギー水準に応じて,大きさを使い分け
るというようなことがあってよいと思う (註31)0
その画用紙はたぶん新しく,シワや汚れなどが全く
ないものが選ばれているだろうが,もしそれが長年日
光に当たって変色したようなものなら,Clの作成意欲
はそがれるかも知れない｡
また,それが画用紙ではなく,コピー用紙や,模造
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紙を裁ったものなど,薄い素材のものであれば,cl
は ｢頼りない感じ｣を覚えるかも知れない (註 32)0
またハサミが裁ちばさみのように大きなものであ
るなら,ハサミから何らかの恐怖感を感じるClもい
るかもしれない｡あるいは逆にハサミやノリが,Cl
に何か ｢わくわくした感じ｣を与えることも多いだろ
う｡
註 29:試験開始の合図を待って緊張している受験生のこと
を考えると想像しやすいであろう｡
註 30:この点に関連して福場は ｢机の色との関連性｣を述
べている (福場,私信2006)｡黒やブラウンの机の場合,
画面の空白性が強調され,その結果,アイテムが画面内に
まとまりやすい｡一方,机が淡い色である場合,画用紙の
周辺まではみ出した表現がなされる可能性が高くなるとの
ことである｡
註 31:ただしいったん始めてしまったら,安易に大きさを
変更すべきではないことは言うまでもない｡
註 32:やはりこうした技法には (よほど意図的に即興性を
演出している場合を除いて) ｢ある程度の格式｣は必要だ
から,新品の厚手の画用紙や,まだ十分に使うことができ
るノリは最低限必要に思う｡でないと作品作成過程も作品
そのものも大事にされないことになってしまうだろうQ
3.コラージュを作ろうとし始める
ここで ｢どんな風に作ってもいいんですか?｣とい
うような比較的健康的な質問が Clから発せられたな
ら,もうコラージュの作成過程は始まっていると考え
ても間違いではないだろう｡C1は ｢見られている｣と
いう状況下で,何かを始める覚悟,意欲を持っている
のである｡この質問など,ここでなされる質問の数々
を蒐集すると,コラージュ療法を導入する際の工夫に
役立つかも知れない｡
もし年少のClなどで,恥ずかしそうにしていたり,
雑誌は興味深そうに眺めてはいるものの,とまどった
りしているような場合には,Th は何か教示を与える
ことになるのだろう｡
｢どれでも好きなものを切り取って,並べて貼って
ごらん｣などである｡
思春期の内向的な clの場合には, ClとTh がそれ
ぞれにコラージュを作成するなどのや り方もあるだ
ろう｡Clの取りかかりが遅い場合には,ThはClの作
成をじゃましないように気をつけながら, ｢呼び水的
に｣自らが雑誌を切って,配置を始めたりするだろう｡
その場合には,あまり個性的な表現にならないよう
に,穏当で平凡な表現になるように,素材を選び,醍
置したりするのであろう (註 33)｡
註 33:この点に関連して,交互になぐりがきを行って,棉
手がそれを加工して絵に仕上げる"交互スタイグル"の実践
において,ウイニコットは驚くほど挑発的ななぐりがきを児
童に提供しているQ熟練者ならそういうことがあっても良い
のであろう｡
4.素材を選ぶ
clは雑誌をパラパラとめくりながら,コラージュに
使用する素材を探す｡
その際,一人ひとりの C1によって,コラージュ作
成の心的プロセスに違いがあり,それが ｢素材探し｣
と ｢作品イメージ｣の関係性の違いとなって現れるよ
うに思われる｡
つまり, ｢素材探し｣という行為は,すでに作品イ
メージがある程度成立しているときには ｢そのイメー
ジに見合った素材を探す｣行為になるし,作品イメー
ジが全くない場合には, ｢ただ惹きつけられる素材を
探す｣行為となるわけである｡
前者であれば,おそらく ｢コレとコレとコレ｣とい
う具合に複数の素材を選んで,かなりディテールまで
イメージを完成させてから, ｢切る-置く-貼る｣作
業にうつることになるだろうし,後者なら ｢コレ｣と
いう風に一つか二つの素材を選び,それを切り取って
頭の中の,ないしは実際の画用紙上に置いてから,吹
のイメージをふくらませていくのであろう (註 34)0
前者を ｢比較的完成度の高い作品イメージが先行し
ている｣という点から, ｢作品イメージ先行型｣と呼
び,後者を ｢素材によってイメージを喚起していく｣
という点から, ｢素材喚起型｣と呼んでも良いかも知
れない｡ ｢作品イメージ先行型｣のなかには,コラー
ジュを実施する季節の影響でそのようになる (テーマ
｢クリスマス｣,テーマ ｢お正月｣など)ケースも多々
含まれるだろう｡
もちろん実際には, 100%純粋な ｢作品イメージ
型｣はありえないD説明するまでもないが,初めて手
渡される雑誌の中に掲載されている素材を使用して
作品を作成するからである (註 35)0
実際,多くの C1は,どちらが先行するかはともか
くとして, ｢素材喚起｣- ｢作品イメージ｣- ｢素材
喚起｣一→ ｢作品イメージ｣というふうに,何度か行き
来をくり返し,最終的な作品に近づけていくものと類
推される (註 36)｡この行きつ戻りつのプロセスの
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ほとんどを,頭の中で行うclもいるだろうし,実際
に素材を切り取ってから画用紙の上で行うClもいる
だろう｡
つまりどのような Clであっても,自分が用いよう
と思った素材 (ないしは,ページを繰っているうちに
たまたま出会った素材)から,大なり小なり刺激を受
けて,作品のイメージをふくらませたり,変更したり
するのである｡すなわち ｢素材による喚起｣は必ず起
きていて,それが芸術療法の-技法としてのコラージ
ュの最大の特徴と考えられよう｡
コラージュの作成現場に居合わせるThは,この素
材探しをよく観察して,"出来あいのイメージに合う
素材が探し出されたのか", "ある素材との偶然の出
会いがイメージを喚起したのか"を把握しておけば,
作品理解の際の参考になるだろう｡
註 34:この ｢頭の中の画用紙｣について,その有無や性質
について Clに問うと面白い所見が得られるかも知れない｡
発達障害圏内の Clなら,明瞭な完成形を頭の中で (視覚的
に)見ている可能性がある (その結果,画用紙の上での試行
錯誤がまったく行われないこともありうる)0
註35:ただし,そのページで使われている ｢色｣や ｢光沢｣
のみに注目し,まったく内容や形にとらわれずに窓意的に切
り抜き, ｢色紙｣としてそれらを用いて ｢デザイン画｣を作
成するということはあり得る｡この場合は,逆に ｢素材から
イメージを喚起し得なかった｣という評価がなされる可能性
がある(もちろん手渡された雑誌の中にお気に入りの素材が
見つからなかった,ということは十分ありうる)｡
註 36:抑うつ的な気分に支配されているうつ病のClや,TL
に伝えたいはっきりとしたメッセージを持っている Clの場
令 (たとえばボーダーラインのClがThに希死念虞を伝えた
い場合など)には,この行き来が少なくなるだろう｡気分が
高揚した C1では素材喚起が頻繁に起き,まとまらない作品
に近づいていくだろう｡
5.惹きつけられる素材とは?
さて,イメージを喚起される素材,すなわち ｢惹き
つけられる素材｣とはどのようなものだろうか?
ここでは話を簡単にするために, ｢作品イメージ先
行型｣の作成者よりも, ｢素材喚起型｣の作成者を念
頭に考えてみよう｡
とか ｢奇妙な(odd)｣など,比較的具体的かつ分化した
感覚～感情が,その素材から喚起される場合である｡
例えばスポーツ選手の ｢苦痛にゆがんだ顔｣やタレン
トの ｢滑稽な所作｣はRmnyという感覚に結びつけら
れるであろうし, ｢美しい女性タレントの姿｣や ｢花
畑｣などは beautifu1に, ｢恐竜｣や ｢血痕｣などは
oddに結びつけられるというところであろうか｡アニ
メの主人公などもこの類型に分類されるであろう｡
このような動機,つまりClに喚起されるものが分
化した感覚～感情であるという動機によって,その素
材が選ばれる場合,それを用いて作られる作品は,｢そ
の感覚～感情に引きずられた｣作品になると思われ
る｡結果として ｢美しい作品｣や ｢物語性に富んだ作
品｣になる可能性が高い (註 37)｡まとまってはい
ても抽象度が非常に高いか,極端に低いもの (具体的
な物語)になりがちである｡
もう一つは, ｢何か分からない｣が ｢使ってみたい｣
と思うような素材である｡仮にⅩとしよう｡Xについ
て ｢なぜこれを選んだの?｣と問えば ｢何となく面白
いから｣ ｢使いたいと思ったから｣というような答え
が得られるであろうが,この場合の ｢面白い｣は触my
ではなくinterestingということであろう (註38).
この段階では,この素材Xが最終的にどう使われる
かについては未確定部分が多いものの,とりあえず
Clはそれに ｢目をつけた｣というわけである｡葉がわ
りにページに折り目が入れられたり,早い段階で切り
取られたりすることになるのだろう｡そして他の素材
は,Ⅹをより引き立てる,あるいはXから惹起される
イメージにあう,という観点から選ばれることにな
る｡最終的に配置段階ではⅩを中心とした配置が検討
されることになる｡
では ｢Ⅹとは何か｣と考えると,そのときの Clの
プロジェクションを引き受ける素材,より分化しない
感情や思いを引き受ける素材と言うこともできるだ
ろう｡
このような観点から,素材選びについては, ｢分化
(した感情)優位型｣と ｢未分化 (の感情)優位型｣
というように類型化できる可能性がある｡
註 37:もちろん病理性の高いC1なら,病理が直接的に反映
された作品となる｡
註 38:英語にはstiJnulated,inspiredという,より適切な
用語が準備されている｡訳語としてはそれぞれ｢触発された｣
｢インスピレーションを受けた｣という所だろうが,もう少
し使いやすい訳語があると便利である0
6.切ること
小学生時代には図画工作の時間がありノ､サミを用
- 152-
コラージュ療法の実践過程についての覚え書き
いて紙を切ったり,画用紙から一定の図形を切り抜く
ことは日常的に行われている｡また色紙を切り抜いて
貼り,そこにクレヨンで絵を描くなどは,コラージュ
とは呼ばれないが,小学校低学年児に頻用される技法
であろう｡
中学校,高等学校と年齢が上がるにつれ,ハサミを
用いて工作をする機会は減少する｡そういう意味で,
雑誌をハサミで切り抜く体験は平凡なようでいて,Cl
にとって新鮮な体験になりうると思われるQ
ただ今日のパソコン文化の隆盛に思いをはせれば,
別の意味での ｢切り｣ ｢貼り｣は頻繁に行われている｡
言うまでもなく,ワープロその他のソフト上で行われ
る ｢カット｣& ｢ペースト｣である (註 39)｡また
日頃目にする雑誌の多くのページが,コラ∴ジュない
しはコラージュ様の技法に満ちている (註40)ので,
｢コラージュする｣こと-の抵抗感は非常に低いので
はないかと思われる｡
さて ｢切ること｣そのものに話を戻すと,切り方に
もいろいろある｡使いたい材料をざっくりと切り取っ
ていったん配置してみた後,貼り付ける前に丁寧に縁
に沿って切り直す Clもいるだろうし,ざっくりとし
た形をそのまま採用するClもいるだろう｡あるいは,
素材の形とは無関係に長方形や正方形に切り取る Cl
もいる (註41)0
ところで雑誌の中で用いられている写真や図判は,
大なり小なりある目的に添って用いられている｡記事
を説明する写真もあれば,記事とは関係のない飾り物
としての写真もある｡カタログ雑誌であれば,多くの
図判は紹介する商品そのものだろうし,コラムのよう
なページなら挿絵という役割を負ったカットかもし
れない｡スポーツの記事であれば,決定的な場面の写
真であろうし,広告であればその商品そのものやその
商品のイメージをアップするためのタレン トや景色
の写真が使われているだろう｡
そのような意味で,Clが切り抜いてくる素材が,も
ともとの雑誌のページ (切り抜かれたあとの残骸)の
中でどのような意味づけを持っていたのか,という点
に注意を払うと面白いかも知れない｡
カタログ雑誌などの場合には,切り抜くことにほと
んど抵抗はないだろうが,編集者やデザイナーによっ
て トー タルなイメージが作られているページの場合
には,それを切り抜いて素材とするためには小さな勇
気が要る｡それは創造的かつ軽い破壊行為であり,そ
う言う作業をなしえる,ということはある種の能力の
存在を意味するだろう (註42)0
註 39:話が横道に逸れてしまうが,このカット&ペースト
の頻用が現代の若者たちの表現をかなり変容させているQた
ぶん文章作成能力を低下させ,デザイン能力を向上させてい
るように筆者には思われるB
註 40:政治状況を邦輪したり,パロディー をしたりするの
にコラー ジュはよく使われていることもあって,若者のコラ
ージュ表現にはパロディー 表現が混じりやすいと思うQ
註 41:ハサミがあるにもかかわらず手でちぎったり,ペー
ジを破って何回か折りたたみ,それを用いて立体的なコラー
ジュを作ろうとするClもいるC
註 42:"カタログ的･アルバム的に配された素材しか切り
取れない"という現象は,配置における "アルバム的配置"
という現象とともに,強迫性などさまざまな病理的･問題性
の存在を示唆する｡
7.配置することと貼ること
描画の場合は,一度措いたものはまず消せない｡も
ちろん鉛筆 ･色鉛筆を用いれば消しゴムで消せるし,
修正液もあるから,不可能ではないけれど,たいてい
は痕が残ってしまう｡多くの場合, ｢失敗した｣とい
う感覚とともにその画用紙は廃棄され,新たな画用紙
が要求されることになる｡
一方,コラージュの場合には,いくらでも配置の試
行錯誤が可能である｡
この ｢ああしようか,こうしようか｣という試行錯
誤の時間はコラージュ療法において非常に重要な時
間であり,この時間を楽しめるかどうかが,C1の持つ
問題性のアセスメントに直接繋がってくるだろう｡
箱庭療法におけるアイテム配置の試行錯誤に似て
いるが,コラージュの方がより微妙かつプレイフルな
時間になりやすいだろう (註 43)｡コラージュでは
素材を加工したり,不足した素材を新たに雑誌から供
給してくることができるから,Clの作業に遊びの要素
が加わりやすいのである (註44)0
ただ箱庭の場合,最終的に貼り付けてしまうことは
ないから,ある意味で ｢終わらない｣ (その回はむろ
ん終わるのであるが)という感覚を持つことができる
のに対し,コラージュでは貼り付けてしまうから,｢は
っきりと終わって｣しまう｡
また箱庭では,毎回同じアイテムが使えるので,回
を越えて継続したス トー リー が展開しやすいが,コラ
ージュでは,毎回同じ雑誌を準備することはまずない
から,1回性が際だっだろう｡
スティックノリの使い方,切片-のノリの塗り方
等に個性も出るだろう｡スティックノリを乱暴に扱
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えば切片は破れてしまうだろうし,液状のノリを多
量に使えば画用紙はブヨブヨになってしまう｡
註 43:ここで読者はぜひ, ｢箱庭療法で Clがアイテムの
配置を試行錯誤 している場面｣と ｢コラージュ療法で C1
が切片の配置を試行錯誤 している場面｣という二つの場面
を頭に思い浮かべて,比較検討してほしい｡
註 44:中学生を対象に集団でコラージュを実施すると,"人
物素材の頭をちょん切る" "人物の頭を別の素材にくっつ
ける (首のすげ替え)'というような表現に頻繁に出会うQ
8.完成と完成後
最後に,どのような手順でコラージュを終えるか
という観察ポイントもある｡
貼り終えて即座に ｢できました｣と言うC1,一定
の時間手にとって眺めてから ｢できました｣と言う
Cl,何も言わずに Thの発言を待っている C1,切り
抜きの残骸の後始末を気にするC1, ｢うまくできた
と思います｣などと評価をはじめるC1, ｢もう一枚
作っていいですか｣と言い出すC1･･･等々いろい
ろだろう｡
ふつ うThは ｢これは何 ?｣ ｢これはどうして選ん
だの?｣というような作品に関わる質問や, ｢作っ
てみてどうだった｣というような全般的感想を尋ね
る質問を,ごく短時間行 うだろう｡あまりしつこく
質問しては,プレイフルだった時間が興ざめである｡
しかし,ある程度の試行錯誤のプロセスを経ていっ
たん完成しかけたようにみえた作品が貼り付けられ
ずに廃棄され (初期化が行われ),別の作品ができ
た場合など,作成プロセスに特徴がみえる場合には,
そのことについてやりとりすることが自然だろう｡
できあがった作品については, ｢これもって帰っ
ていいですか｣というclもいるだろうし, ｢これを
どうするのですか｣と問うC1もいるだろう｡さっさ
と興味を失うC1もいるだろう｡
作成後の態度には,できあがった作品-のClの愛
着が現れる｡かなり熱心に作成に取り組んでも,ひ
とたび完成してしまえば過去のものとして関心を失
うC1もいるだろう｡そうした意味で,作成中と作成
後の態度の対比から,Clの価値観や,C1に流れてい
る心的な時間が類推できるかも知れない (註 45)｡
註 45:できあがった作品に愛着を持つことは自然ではある
が,それを大切に持って帰るという現象は,臨床の場の ｢か
りそめ性｣という観点から言 うと,あまり好ましくないの
ではなかろうかQ面接室の現実的な価値が大きくなりすぎ
ていると考えるのであるQ
Ⅳ.おわりに
C1がコラージュを作っている様子を頭に思い浮か
べながら原稿を書いてきた｡かなり独断に満ちた論述
になり,しかも手順の検討では,細かく検討した手順
とそうできなかった手順というようにバラツキが生
じてしまったようである｡また途中から,本論文の目
的であるところの ｢そのおりおりの研究課題｣が整理
できなくなってしまった｡
結果として,臨床実践を行っている方々にとっては
有用性の少ない原稿となってしまったようだが,そう
した経験が少ない方にとっては,臨床家の思考過程が
少しは伝わるものになっているかもしれない｡
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Title: A Memorandum about Practice Processes of "Collage technique"in Clinical Places
Chiaki TSUKAMOTO(Faculty of Education Okayama University)
"Collage technique" is joyful and playful technique for psychotherapy. Therefore, it have been practiced
frequently in psychiatrical clinic for children in particular. With such practices, lots of fundamental
researches of collage technique came to be advanced too. However, to perform useful researches, researchers
have to return to practice many times and examine a study design. In this article, therefore, I will describe
and examine practice processes of collage technique in detail for a future study of collage technique.
Keyword: Collage technique, practice processes, a research design, clinical practice.
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